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歌や手遊びを取り入

れ、子どもから大人まで会

場全体を盛り上げました 

感動の嵐！ 

児童福祉コース２４名が 

子ども劇場でオペレッタ 

「にじいろのさかな」 

を熱演！ 

伝えたいことは、「分け合

うこと」「心で繋がる友だち

の大切さ」「誰かのために行

動する勇気」 

私たちが３年間で学んだ

ことでもあります 

１２月１６日（土）に一色地域交流センターにて、第３２回卒業研究作品発表会か開催されました。その様子を紹介します。 

【 き ら り 吉 良 高 】 は 吉 良 高 校 の 情 報 紙 で す 

 



 

 

  

  

 

 

 

  

  

 

                               

  

  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

衣装や道具、音響にい

たるまで全て自分たちで

考え、演出しました 

保育実習や授業など、

３年間で学んだことを活

かした演技も見どころ！

アイデア満載！ 

ビリビリクラゲ（右）や

エイ（下）も登場！ 

会場を盛り上げました 

３年生の感想 
 子ども劇場を演じ終えた瞬間、達成感で涙が止まりませんでした。「やってよかった！」と心から思いました。私は

卒業研究作品発表会を通して、仲間と団結してやり遂げる大切さ、困難から逃げず、諦めずに立ち向かう大切さを学び

ました。この経験を通し、自分自身の成長を実感することができました。 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

 監督という大きな役割と向き合い、言葉にして伝えることの大切さを学びました。自分の思いを言葉と行動で示すこ

とで、仲間と理解し合うことができました。そして、私を信じて支えてくれた児童福祉コースの仲間には、感謝の気持

ちでいっぱいです。この最高の仲間たちと卒業研究作品発表会を成功させることができ、幸せです！ 

 


